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１B０４ 
オープンサイエンスを促進する研究コラボレーション手法 

 
 

○小野田敬（東工大），伊藤泰信（JAIST） 
 
 
昨今、これまでの知識生産環境を特徴づけてきた、知識生産のモード１・モード２に代表される学

術と社会経済スキームを中心とした二項対立的な状況に加え、環境問題や市民社会など様々なステー

クホルダーの錯綜・融合・連携が顕著となるモード３(Liyanage and Netswera 2022)と呼ばれる新た
な状況が出現している。 
こうした環境では、アカデミアにおいても、これまでの学術を中心とする活動のみならず、多種多

様な活動が見られるようになっている。どちらかというとインダストリを中心にみられたオープンイ

ノベーションも、昨今ではアカデミアも巻き込んだ活動として認識されており、外部ステークホルダ

ーとの連携を進めるアカデミック・エンゲージメント(Perkmann et al. 2021)においても、既存のイン
ダストリや社会経済性を目的としたものにとどまらない、ダイバーシティ化が進展している。 
また、環境問題や医療問題などで市民や患者との連携など多くのステークホルダーを巻き込んだ活

動が広く展開されている(De Silva, Al-Tabbaa, and Pinto 2023; Javanparast et al. 2022; Smith et al. 
2021; Franzoni and Sauermann 2014)。  
ところで、これらの活動を推進するためには外部ステークホルダーとの連携が求められるが、アカ

デミアにおいて、多様なステークホルダーとの連携を継続的に進めることは容易なことではない。学

術志向というよりはアプリケーション志向のインダストリに所属するアクターとの連携(Perkmann et 
al. 2021)、自身が専門とする分野とは異なるディシプリンを専門とするアクターとの学際的な連携
(Bozeman and Youtie 2017)、さらにはオープンサイエンスにおける市民との連携(Gehlbach and 
Robinson 2021)や、患者・市民参画（Patient and Public Involvement、PPI）における患者との間で
の連携を継続して推進することが課題(Vogsen et al. 2020)となっている。 
これらの問題の背景には、応用研究や支援を中心とする活動が中心であることから、基礎研究や研

究活動に従事するスタッフのインセンティブが確保しづらい問題などがある(Adami et al. 2020)。アカ
デミック・エンゲージメントの推進は、日本でも政策的課題となっており、現在行政による支援も行

われているが、その多くは時限的なものであることから、継続的なアクティビティとするための政策

立案が課題となっている。 
今回の発表では、多様なステークホルダーとの研究コラボレーションを継続的な活動とするには、

相手のみならず、アカデミア自身にとっても益となる「共創」関係の構築が重要であるという観点か

ら、コラボレーション相手へのサポートを発端とする中長期的ゴールの設定と共有からなる、支援
惹起型の研究コラボレーションに関する理論的検討を行う。この検討のため、アカデミアが有する最

先端研究装置を多種多様なユーザーが活用する外部共用を取り上げる。 
特に、ポストコロナ時代における新しい研究開発のスタイルとして昨今期待を集める装置の遠隔操

作技術に注目し、参与観察とインタビュー調査を主体とするエスノグラフィによるアプローチから明

らかにする。今回の検討により、新たな研究コラボレーションモデルを示すとともに、実務上課題で

あった多様なステークホルダーとのコラボレーションを促進する政策立案などへの展開を企図するも

のである。 
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